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はじめに

マンモグラフィの画像管理は、画質と画像処理がとても重要に
なります。

そこで日本乳がん検診精度管理中央機構（以下精中機構）が
定める画像・線量評価及び良い画質を得るためのマンモグラフィ
施設・画質・線量評価を受けることで正しい画像管理を行えます。



ソフトコピーマンモグラフィ施設画像評価取得
日本乳がん検診精度管理中央機構（以下精中機構）

書類審査 画像評価 線量評価

・乳房エックス線装置

・読影診断医、診療放射
線技師の受講歴
・画像表示

・品質管理の実施状況
および実施記録と保存

・ファントム画像評価
・臨床画像評価
画質
コントラスト
鮮鋭度
粒状性
ポジショニング
撮影情報の表示
照射野の範囲
アーチファクト

・ガラス線量計による
平均乳腺線量

測定：（株）千代田テクノ
ル測定センター

総合評価４段階で評価→Ｂ評価以上が合格



ソフトコピー施設画像評価を受ける大切さ

乳房というやわらかい組織の中で視触診では発見できない
ような微小な乳がん病変まで描出するために、いつも適正な
マンモグラフィ画像を描出していくために日頃から機器の
精度管理や品質管理を心がけることが必要

乳がん検診には適切に撮影された

「質の高いマンモグラフィ」が必要

マンモグラフィ画像が適正な条件のもとで撮影されているか
どうかの評価確認のために精中機構による施設画像評価を
受ける事が必要



ソフトコピー施設画像評価の取得率

ソフトコピー施設画像評価 Ｈ27年10月末現在

Ａ 22 5.7%

Ｂ 351 91.7%

非認定 10 2.6%

合計 383

日本乳がん検診精度管理中央機構より



ソフトコピー施設画像評価の流れ

Ⅰ 申し込み

Ⅱ 提出画像の選考

Ⅲ 提出

Ⅳ ファントム撮影・線量計測

Ⅴ 結果の郵送



５MP以上（解像度：2056×2048、画像ピッチ：165μm相当）のマンモグラフィ用モニタ2面とサブモニ
タによるワークステーションで読影診断すること。また、1面モニタの場合は、モニタ2面と同等の解
像度を有すること。

モニタのキャリブレーション推奨輝度が５００ｃｄ/ｍ２程度、またはそれ以上であること。

特に輝度が高いモニタではビュアの画像表示情報等の輝度が高く読影の妨げとならないよう十分
留意されていること。カラーモニタではGUI（ボタンやツールバー）の色が読影の妨げとならないよう
十分留意されていること。

ワークステーションにはマンモビュアソフトがインストールされており、適切な読影操作が可能なこと。

読影診断医はデジタルマンモグラフィ・ソフトコピー診断講習会を受講していること。

診療放射線技師はデジタルマンモグラフィ品質管理講習会を受講し、品質管理を行っていること。

日本乳がん検診精度管理中央機構ＨＰより

Ⅰ 申し込み方法



Ⅱ 提出画像の選考

高濃度乳腺

不均一高濃度乳腺

散在性乳腺

脂肪性

乳腺内外コントラストの
評価の目安になるポイント

粒状性の評価

鮮鋭度の評価

※構成が不適切な画像は再提出となります



画質（４４点）

コントラストの評価

粒状性

鮮鋭性

アーチファクト



ポジショニング（３６点）
各６点

左右の対称性

大胸筋の入り方（ＭＬＯ）

乳腺後隙

乳房下部の伸展

乳腺組織の伸展性

乳頭の側面性



画像情報・条件の表示
（２０点）

撮影情報の表示

撮影条件の表示

画像処理あるいは画像表示に
関する項目



Ⅲ提出

・施設認定画像評価申込書
・デジタルマンモグラフィ・システム管理情報報告書
日常品質管理記録のコピー
（過去1年間に管理業務を行なった３カ月分）
定期品質管理記録のコピー
（Ｘ線出力，ＡＧＤ，ＨＶＬはデータを報告）
・モニターの品質管理記録
・臨床画像とその撮影情報等のデジタルカメラ撮影画像
画像（４症例）をDICOMデーターで保存したCDまたはDVD
・読影診断医：ソフトコピー診断講習会の受講証のコピー

・技師：デジタルマンモグラフィ品質管理講習会の受講証
のコピー



Ⅳ ファントム撮影・線量計

手順書

ＡＣＲ推奨

ファントム

ステップファントム

精中機構制作ファントム

デジタルファントムデータ

線量・線質測定用ガラス線量計

コントロール用ガラス線量計

臨床画像を提出すると、ファントムとガラス線量計と手順書が送られてくる。その手順に従って、
撮影し7日以内に返送



モニタ品質管理（昨年9月より）

ソフトコピー臨床画像評価受検の必須条件

項目が追加されました

モニタのキャリブレーション推奨輝度が５００ｃｄ/ｍ２程度、またはそれ以上
であること。

＊今後、古いモニタを使用していると輝度が満たされない事もあります。

定期的にモニタの品質管理を行うことが必要



モニター別ACRファントム・ステップファントム評価
５Ｍ

（５００cd/m２）
３Ｍ

（５００cd/m２）
２Ｍ

（５００cd/m２）

模擬線維 ○ ○ ×

模擬石灰化 ○ △ ×

模擬腫瘤 ○ ○ ×
ステップファントム
全段 ○ ○ ×
ステップファントム
石灰化 ○ △ ×
ステップファントム
腫瘤 ○ ○ ○



おわりに

日本での乳がん罹患および死亡はいまだ増え続けており、マンモグラフィによる乳
がん検診の普及の重要性が広く認識されつつあります。マンモグラフィは撮影時の
手技において技術的要求が高くその精度が読影にも影響します。そのため画像の
質を担保することが極めて重要であり、精度を向上することが必定となります。

急速なデジタル化にあたり、その性能を維持し、向上させるために撮影装置及び
デジタルシステム全体に対する品質管理を行うことが重要であります。

マンモグラフィの性能を十分に発揮させることにより、がんの早期発見、適切な治療
を実現し、乳がん死亡数の減少に寄与出来ると考えます。



ご清聴ありがとうございました


